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１)動線計画変更図 

４．設計検討資料 
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ため池 

台峯の谷戸 

倉久保の谷戸 清水谷戸 

２)樹林地の変化、耕作放棄地の分布 

（1）航空写真で見る樹林地等の変化 

樹林地等の保全を図るでは、基本的な植生遷移の仕組みとともに、現況の樹林がどのように成立してきた

かについても把握しておく必要がある。 

昭和 29 年及び 39 年の航空写真をみると、 

・倉久保の谷戸、清水谷戸のほとんどで水田耕作が行われ、畦がくっきりと見え、周辺の樹林についても明

るく手入れがなされている状況がうかがえる。 

・尾根等の畑は、昭和 39 年には樹林化している様子が見える。 

・倉久保の谷戸の斜面の棚田は昭和 39 年には竹林に変わっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：昭和 29 年度神奈川県撮影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真：昭和 39 年度神奈川県撮影 

ため池 

台峯の谷戸

倉久保の谷戸清水谷戸
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平成 2年になると、 

・倉久保の谷戸、台峯の谷戸では水田耕作が放棄され畦が失われた状況が見える。 

・緑地周囲の宅地化が進む一方、谷戸周辺の樹林化も進み、平成 2 年ではため池の周囲がすっかり樹林で囲

まれ、樹木の林冠も鮮やかに発達する様子が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：平成 2年度神奈川県撮影 

 

ため池 

台峯の谷戸 

倉久保の谷戸 

清水谷戸 
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図   登記地目からの耕作地の分布図

＜凡 例＞ 

 

S=1:4000 

ため池

山崎小学校

山ノ内配水池

北鎌倉女子学園
   グラウンド 

源流の森と里山の保全ゾーン 

源流域の湿地保全エリア 

 

里山の湿地保全エリア

 

里山の湿地再生エリア 

里山の保全ゾーン 

湿地再生エリア

里山再生ゾーン 

鎌倉中央公園 

 

 

登記地目「畑」 

登記地目「田」 
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３）小集水域毎の雨水流出量と必要断面 

本緑地における小集水域毎の雨水流出量及び、各小集水域の流量に対する水路の必要断面の検証を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 小集水域 流域図 

S=1:8000 

小集水域① 

倉久保の谷戸 

清水谷戸 

ため池 

水路-4 

水路-1 

水路-2 

水路-3 

水路-5 

水路-6 

 其中庵の流末 

 表 小集水域毎の雨水流出量と水路の必要断面 

Q1：雨水流出量(ｍ3/s)
合理式：Q1=1/360×f×I×A

f：流出係数
I：降雨強度 57.1 （mm/hr) ＜10年確率＞ I=5,600/(t(降雨継続時間)+38)
A：流域面積(ha)

集水面積(ha) 流出係数 雨水流出量 累計流域

f Q1(ｍ3/s) 処理能力 必要断面

台峯の谷戸 ②
倉久保の谷戸 4.7168 0.30 0.2244

水路-1 幅1.0ｍ×高さ0.3ｍ ②

4.7168 0.2244 0.2370m3/s 勾配1.0％の場合
⑫

2.4431 0.30 0.1163
水路-2 幅1.0ｍ×高さ0.4ｍ ②･⑫

7.1599 0.3407 0.3644m
3
/s 勾配1.0％の場合

⑪
1.6018 0.30 0.0762

北鎌倉女子学園 流出係数：裸地
グランド 1.1670 0.50 0.0925

水路-3 幅1.0ｍ×高さ0.3ｍ ⑪・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

※分水水路 2.7688 0.1687 0.2370m3/s 勾配1.0％の場合
①

5.7593 0.30 0.2740
水路-4 幅1.0ｍ×高さ0.6ｍ ②･⑫･①

12.9192 0.30 0.6147 0.6551m3/s 勾配1.0％の場合
水路-4 幅1.0ｍ×高さ0.7ｍ ②･⑫･①

15.6880 0.7834 0.8135m3/s 勾配1.0％の場合 ⑪･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
⑩

5.7437 0.30 0.2733
水路-5 幅1.0ｍ×高さ0.9ｍ ②･⑫･①

21.4317 1.0567 1.1482m
3
/s 勾配1.0％の場合 ⑩･⑪･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

清水の谷戸 ⑬
3.7320 0.30 0.1776

水路-6 幅1.0ｍ×高さ0.3ｍ ⑬

3.7320 0.1776 0.2370m3/s 勾配1.0％の場合

③
0.2683 0.30 0.0128

④
3.8455 0.30 0.1830

⑤
1.2017 0.30 0.0572

⑥
1.1346 0.30 0.0540

⑦
0.5595 0.30 0.0266

⑧
1.3772 0.30 0.0655

⑨
0.6031 0.30 0.0287

⑭
0.6320 0.30 0.0301

⑮
2.1187 0.30 0.1008

※降雨強度：鎌倉市HP　公共下水道（雨水）事業計画の概要より
　流出係数：下水道施設設計指針と解説（日本下水道協会）より

勾配の緩やかな山地　0.20～0.40：（中間0.30）
　集水区域・面積：鎌倉市自然環境調査報告書（平成15年3月）より
　水路計算：マニング公式：：Q2=a×V　（満水）

V=1/n×R^(2/3)×i^(1/2)
a：通水断面積(㎡) R：径深　(=a/P)
V：流速(m/s) P：潤辺長(m)
n：粗度係数 i：勾配

　水路は、水路幅を1.0ｍ、勾配を1.0％で検証する。

小集水域の流量

　ｸﾞﾗﾝﾄﾞを除く
面積

水路

グラウンド

グラウンド

グラウンド

グラウンド

清水谷戸

グラウンド



 62

北鎌倉女子学園グラウンド 

４）北鎌倉女子学園グラウンド西側の雨水排水施設の現況 

 本緑地に隣接する北鎌倉女子学園グラウンド西側の雨水排水施設の現況を以下に示す。 

 

 

 

    

 

桝に穴が空いている状態

接続部がずれている状態

撮影箇所① 

 U 字溝（蓋付き）の水路接続部 

撮影箇所② 

 U 字溝（蓋付き） 

 蓋のばた付きがある。 

撮影箇所③桝部 

 U 字溝（蓋なし） 

 とヒューム管の取り付

き桝 

撮影箇所④ 

 ヒューム管破損部 

撮影箇所⑦ 

 U 字溝とヒューム管の取り付き桝 

 桝及びヒューム管は破損している。 

撮影箇所⑦－１ 
 ヒューム管破損部 
 （露出している） 

撮影箇所⑤ 

 散策路沿いの水路の洗掘されて

いる状態 

撮影箇所⑥ 

 斜面が洗掘されている状態 

撮影箇所⑨ 

 U 字溝取り付き桝 

撮影箇所⑦－２ 

 取り付き桝破損部 

撮影箇所⑧ 

 ヒューム管露出部 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥

⑦

⑧

⑨

撮影箇所⑦－１ 撮影箇所⑦－２ 

洗掘されている洗掘されている 

U 字溝

グラウンドより 

接続部がずれている状態

洗掘部

洗掘部 

散策路 

水路 

U 字溝（蓋なし）

U字溝（蓋付き）

ヒューム管 

凡 例 

図 北鎌倉女子学園グラウンドの排水施設の現況図 

雨水流下方向 

 S=1:1,000 

⑨ 撮影位置 

露出しているヒューム管




